
- 1 -

「最近の逆張り買いサインについて」

日経平均は、9/15 の高値 33634 円で天井打ち。
以降は下降が続き、10/4 には安値で 30488 円とその高値から 12 営業日で 3146 円と大き
く下げてきました。
そして、翌日 10/5 からは反騰を開始し、昨日 10/6 は 30995 円と 31000 円手前で引けまし
た。

この下落の間、ＪＰ法の買いサインはいくつも点灯し、今は逆張りの買い場だといえま
す。

先の 30500 円割れが底のようではありますが、先の事は分かりません。
30000 円割れも意識しておいたほうがいいでしょう。

皆様、ご承知のように買いサインが点灯したからといって調子良く上昇するとは限りま
せんが、ＪＰ法の逆張り買いサインが点灯し出すと底、または底近辺といえます。

逆張り買いサインが点灯したら、買い出動する。ただし全軍ではなく、分割買いをおす
すめします。

ＪＰ分析による今回の逆張り買いサインは日経平均上では下記のように点灯しました。

9/28 420 423
9/29 420 423
10/4 413
10/5 413 418
10/6 413

これらのサインの中で、413 番は大底近辺で点灯する事が多いです。

それが、直近で３連続点灯しています。

過去を見てみると、413 番はこのようなところで点灯しています。
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413 番の点灯箇所

12/23 終値26235円 ここから1/4の安値25662円 その差-573円。
1/4
1/5
1/6 ３連続点灯

下値の目安
今回、10/4 の終値 30527 円 ここから前回の下げ 573 円下は 29954 円と 3 万円割れを意
識しておけばいいでしょう。

最初の逆張り買いサインは、9/28 の 420、423 です
過去を見てみると、8/16 に点灯しています。
この時の終値は、31767 円、そして以降の安値 8/18 で 31275 円。その差-492 円。
これを当てはめると、9/28 終値 31873 円から 492 円下は、31381 円。
実際はこの目論見よりさらに 900 円程下がってしまっています。

このようにサイン点灯後の下がる事はありますが、中期的に見るといずれサイン点灯時
の株価を超えてくる事がチャートから見て取れます。

直近では 413 番が点灯して上に向かっていますが、前回 8 月の時は点灯せず、上昇して
いきました。
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なので、逆張り買いサインが点灯したら、大底サインの 413 番を待つことなく、分割買
い出動をおすすめします。下がる度に同金額でという手法もあります。

例えば、日経平均が買いサイン点灯時から５００円以上、下がった日に３回に分けて買
い出動します。
３回の内訳は、
最初の仕掛け軍資金の１０％
１回目軍資金の１０％ 買いサイン点灯時から５００円以上下がった
２回目軍資金の２０％ 買いサイン点灯時から１０００円以上下がった
３回目軍資金の４０％ 買いサイン点灯時から１５００円以上下がった
ここで下げの出動は打ち止め。残りの２０％は残しておきます。
この２０％は、ここからさらに１５００円下がったら仕掛けます。
結局買いサイン点灯時から３０００円下がったら全て使うとなります。

他には、金額ベースではなく、仕掛ける単位を増やしてくというのはいかがでしょう。
こちらも日経平均が買いサイン点灯時から５００円下がる度に３回に分けて買い出動し
ます。
３回の内訳は、
最初の仕掛け １単位
１回目 ２単位
２回目 ４単位
３回目 ８単位
ここで下げの出動は打ち止め。

例．日経平均が上昇するとの予想から 1570 日経平均レバシッジを仕掛けていきます。
9/28 の日経平均終値 31873 円
ここから、終値が 500 円下、1000 円下、1500 円下で仕掛けていく

1570 日経平均レバシッジ
9/28 終値 19275 円 1 単位仕掛ける スタート
10/3 終値 18520 円 2 単位仕掛ける 日経平均買いサイン点灯から 500 円下
10/4 終値 17700 円 4 単位仕掛ける 日経平均買いサイン点灯から 1000 円下

「持株管理」に登録

直近 10/6 の時点で+670 円

手仕舞いのタイミングは、分割するなら、日経平均が 9/28 の終値に戻ったら、半分手仕
舞う。
以降は、「このサインが消えたらコール売り」が点灯するのを待って、消えたら残りを
全て手仕舞う。
短弾が逆Ｖとなったら、売りサインが点灯したら残りを全て手仕舞うとかです。
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■その他の逆張り買いサイン

逆張り買い合格数グラフピーク打ち確認 ピークは 10/4

直近で再び増加してはいますが、最初のピーク打ち確認が 10/5

図解ＪＰ法（９２）を少し緩く カイリ周期５ －２．９以下 元ネタは－３以下
チャート上

騰落レシオ周期２０ 前日が７０以下で当日Ｖ字
チャート下

逆張り買い合格数グラフ
ピーク
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■ＴＯＰＩＸを見てみる

413番 10/4 10/5 10/6

カイリ周期５ －３以下 10/4

日経平均やＴＯＰＩＸに逆張り買いサインが点灯した。

では、個別銘柄では何を仕掛けれたら良いのでしょうか。

大型株で、値下がり率の大きい順などとパッと思い浮かぶ事でしょう。

それでもいいのでしょうが、今回は似たもの同士に注目した個別銘柄の選び方を紹介し
ます。
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■個別銘柄なら何を仕掛けるか

今回は、基準となる銘柄との類似性から選択してみたいと思います。

絞り込み検索の「20．相関係数」を使う

検索日は、買いサインが点灯した日

日経平均基準なら
9/28 9/29 10/4 10/5 10/6

日足検索 ９月２８日

０．７以上とすると日経平均と相関があるとみなされます。

日経平均が上がれば、個別も上がるという事です。

相関係数は算出は、検索日までの全期間データを使います。
新規上場銘柄など、データが少ない銘柄の扱いは、無理矢理全期間のデータを埋めるよ
うにしていますから、合格してきても無視してください。

詳細な結果は、C:\WinJPDta\20.相関係数.csv

このファイルに入っています。

これをＥＸＣＥＬで開き、データの数値がおかしいものを削除、相関係数のセルで
ソートして銘柄を選んでください。
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検索対象は全銘柄のうち、ＥＴＦ、リートを除いた全個別銘柄

９月２８日の結果はこうなります。相関係数でソート済み

コード 銘柄名 相関係数
6762 ＴＤＫ 0.824
6902 デンソー 0.814
6273 ＳＭＣ 0.786
6988 日東電工 0.786
6501 日立製作所 0.78
6367 ダイキン工業 0.779
3433 トーカロ 0.764
6981 村田製作所 0.761
6383 ダイフク 0.759
4063 信越化学工業 0.753
6305 日立建機 0.751
6103 オークマ 0.75
6479 ミネベアミツミ 0.748
8001 伊藤忠商事 0.745
6758 ソニーグループ 0.744
4021 日産化学 0.743
6301 コマツ 0.742
7958 天馬 0.739
8015 豊田通商 0.736
7267 ホンダ 0.735
3156 レスターHLDG 0.733
4901 富士フイルムHLDG 0.732
6136 ＯＳＧ 0.726
6963 ローム 0.726
6310 井関農機 0.722
6504 富士電機 0.722
6113 アマダ 0.72
8439 東京センチュリー 0.719
7951 ヤマハ 0.718
6645 オムロン 0.714
7741 ＨＯＹＡ 0.714
6361 荏原 0.713
3116 トヨタ紡織 0.71
6506 安川電機 0.707
7747 朝日インテック 0.707
7203 トヨタ自動車 0.704
6326 クボタ 0.701
6845 アズビル 0.7
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日経平均採用銘柄から選ぶとこうなります。 ソートしていません。

他の日については、各自で調べてみてください。

ＴＯＰＩＸを基準にした場合 検索日はサイン日の１０月４日
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コード 銘柄名 相関係数
6902 デンソー 0.844
6501 日立製作所 0.833
6301 コマツ 0.827
8001 伊藤忠商事 0.824
6305 日立建機 0.821
3433 トーカロ 0.82
8591 オリックス 0.814
7958 天馬 0.806
4272 日本化薬 0.801
6310 井関農機 0.797
8439 東京センチュリー 0.793
3156 レスターHLDG 0.792
6113 アマダ 0.789
8015 豊田通商 0.789
3116 トヨタ紡織 0.783
6326 クボタ 0.782
7267 ホンダ 0.778
8053 住友商事 0.778
7203 トヨタ自動車 0.776
6136 ＯＳＧ 0.772
6988 日東電工 0.769
5802 住友電気工業 0.768
9934 因幡電機産業 0.767
4208 ＵＢＥ 0.766
8601 大和証券グループ本社 0.765
3407 旭化成 0.762
6103 オークマ 0.762
6471 日本精工 0.762
6340 澁谷工業 0.761
6367 ダイキン工業 0.757
7966 リンテック 0.755
8058 三菱商事 0.754
6762 ＴＤＫ 0.749
4401 ＡＤＥＫＡ 0.748
8425 みずほリース 0.748
6473 ジェイテクト 0.747
6504 富士電機 0.746
7202 いすゞ自動車 0.746
7250 太平洋工業 0.746
3003 ヒュ－リック 0.742
4246 ダイキョーニシカワ 0.741
8098 稲畑産業 0.738
8031 三井物産 0.737
8012 長瀬産業 0.736
4182 三菱ガス化学 0.735
4095 日本パーカライジング 0.734
5481 山陽特殊製鋼 0.734
9037 ハマキョウレックス 0.733
6141 ＤＭＧ森精機 0.732
6222 島精機製作所 0.732
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5108 ブリヂストン 0.731
5192 三ツ星ベルト 0.73
6371 椿本チエイン 0.73
8002 丸紅 0.728
6395 タダノ 0.726
6995 東海理化 0.724
5711 三菱マテリアル 0.723
8065 佐藤商事 0.722
8424 芙蓉総合リース 0.721
4204 積水化学工業 0.718
6273 ＳＭＣ 0.718
1925 大和ハウス工業 0.717
4118 カネカ 0.717
6302 住友重機械工業 0.715
6622 ダイヘン 0.714
4220 リケンテクノス 0.713
5393 ニチアス 0.713
4021 日産化学 0.712
4043 トクヤマ 0.711
5186 ニッタ 0.711
1719 安藤・間 0.71
9932 杉本商事 0.709
9072 ニッコンHLDG 0.708
6383 ダイフク 0.707
6752 パナソニックHLDG 0.707
9099 Ｃ＆ＦロジHLDG 0.707
7282 豊田合成 0.706
8151 東陽テクニカ 0.705
6361 荏原 0.704
7917 藤森工業 0.704
3291 飯田ＧHLDG 0.703
5451 淀川製鋼所 0.703
6758 ソニーグループ 0.702
5991 ニッパツ 0.701
6674 ジーエス・ユアサコー 0.7

積極的に仕掛けていきたいなら、「２１．ベータ値」の検索は、いかがでしょうか。

各自、お試し下さい。

■目先、上昇の目標値

逆張り買いサインが最初に点灯した日の株価までは戻るとみます。

日経平均だと、９月２８日。終値は３１８７３円。

ここまでの戻りは期待したいところ。

32000 円超えからの上昇は、昨晩米雇用統計で大幅上昇してきましたから、
来週の米ＣＰＩでどうなるかといったところ。
個人的には、下がっても上を目指すと予想します。


